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論文内容要旨
 ・本論文は5編からなり・第1編で正常時並びに異物炎症時の出現細胞につき酵素組織化学的
 に検索,これと皮下組織球のそれを対比し・箒玉偏では腹腔食細胞の異物摂取時に示す諸酵素
 反応の消長に就き追求し,又第籔編では腹腔食細胞有線分裂時の諸酵素反応の消長を研究,更
 にそれら成績の総括をしたものである。
 実験方法並びに材料
 実験動物はdd系雌マウス(謹5～209)を混合飼料で飼育した。酵素組織化学的検索に
 はPero滋d&sa,oy㌻o曲romeoxid&8e,8αoσ加iodeねydroge油sδ∫aレ
 k&1inep血08P血a七ase,aoidp琵ospha毒&se,A1日pase,no1ユ8pecifio
 esterase,lipase,μ一gluouronidase,ie妓cineam加opepもidase,
 phospho;yla,seの斉反応くを施行し,同β寺にPASまPyToaine,Suda皿BエackB
 各染色を行ってある。昏種実験群の処置としては第工編では〔1)正常時腹水塗沫及び大網,腸間
 膜並びに背部皮下結合織等の伸展標本を作成し,{21腹腔内及び皮下結合織内に昏々9×5脇,
 5×5魏のカバーグラスを2枚宛挿入し章それを経時的に摘出すると共に,これと平行して同
 時に大網,腸間膜,皮下結合織伸展標本を採取し,{31チフスワクチンα1㏄を腹腔内浮人後5
 ～6段目に腹腔及び皮下結合織内に嗣様のカバーグラス片を挿入,それな経時的に摘禺,同時
 に大網,皮下結合織伸度標本を採散して酵素組織化学的に検索した。第五編では{11α1%墨汁
 α1㏄,冊護%石英粉末懸濁液引㏄,(3}フェロバルトα1CC(金鰯鉄として5婿含有),
 14)Polysもyτe込eLα㌻exα05CCをそれぞれ腹腔内に注入後事経時的に大網,腹水を採
 賑して酵素組織化学的に極索した。第甕編では異物炎症時に認められた分裂細胞につき諸酵素
 反応をしらべた。
実験成績
 第1編ではtl}正常時腹腔食鞭彪,大網乳斑細胞及び腸間膜乳斑様細胞集団部細胞にはcyセ
 oc血romeマx工dase,sucGlniGdehydrogenase量&cエdpゑosp亘ata8e,
 A1『pase,職。職8peG工flces宅eraseナ&ILkali且ephosp血at&se,μ一gluG-
 uro丑1dase,1eUG1徽e&lnmopeptidase反応等が認められた1のみならず,それら
 は全く同一の酵繭列を示した。12,皮下組織球は腹経食細胞と同様な酵素酎列を示し,被刺激
 時出現する遊離円形化組織球は腹腔食細胞と嗣程度の酵素活性を示した。{3}腹腔内及び皮下結
 合織内に挿入したカバーグラス面に新生増殖する細胞としては大.中.小型円形綱胞・細長型
 広長型紡錘形細胞及び巨総胞(異物型・ラ氏型)等が認められ,これ等細胞の患現は明らかに
 腹腔内で急速量つ高慶であったo14)ガラス面に新生増殖した斉種形態の細胞は腹腔食細胞の示
 す酵素朗列と同一で,樽に中・小型単核円形調胞にはcy㌻ochromeoxエdα8e》suoc-
 inエcdehydroge且ase,&Gldゑ五〇spha毛a8e,al虻al」.ne茎}ho8P並a㌻a8e彰
 n。n8pe。ifi。e8te獄se,ATPase,β一glucur。n鼠ase,等の反応が著明であ
 った。(5)巨細胞ぱラ飛型,異物型共に小型(璽9核以下)で揮UGO1環.曾.dehydぞog飴
 nase,ATPase,non印ecifユcFes劣e獄8e,1euoi艶艶。peptidase反応等が単核円形,綱胞のそ
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 れに比し幾分強く現れるものが少なくない。大型巨細胞(5G核以上)では核と胞体の平衡が
 蹴れ,胞体内活性は検索した殆ど総ての細胞で酵素活性が減弱してお9,特に無核域にその傾
 向が著明であった。㈲チフスワクチン前処置時には皮下結合織内挿入カバーグラス面の網胞反
 応は無処置時腹腔内挿入カパ御グラス面のそれに近恥傑を示し,叉腹腔内反応纈胞のoyむO}
 chro磁一eoxldase,suGcinicde血ydrogenα8e反応は1雛顆粒の大づ・不同,
 A日華Pase反応は胞体内頼粒状陽性所見の著明な出現,ie破oi簸e&田1鍛OpepUd&se
 反応は陽性顆粒の粗大化及び&01dPhosp益αta6e}μ一glucuごonidaSe反応の上昇
 等が認められた。以上の事から皮下組織球,腹腔食細胞及び大網乳斑部細胞は少なくとも酵素
 組織化学的には同一性状の細胞種であり,共に著しい変態像を有し》地種間質細胞に較べ諸酵
 素膏性に富む,点でも一致する単一細胞系に腐するものと見倣され,かつ腹腔は,常時生理的被
 菜IJ激状態下にあるこ二と力羅窪姦忍された:o
 第護編では腹盗食細胞を貪食の状態によって5型に分類し,1型は少量貪食を,五型は中等
 量貪食を,叉班型は飽食するものに当ることを確認した。1墨飽食時には検索し得た殆どの酵素
 反応が減弱していたが・少量乃至中等量貧食を示す細胞では貧食後時ののびるに従い・Gyt-
 ochro狐eox工dase,succエn工odehydrogeEase,alkaline蓼)hosDh&一
 著aSe}&01dp捻。εP血α宅ase,nonspeclf工oesもerase,1euc■皿eαmino
 pep糠daεe,μ一glacuronldase反応等の上昇を認めているo12)異物注入後長時間経
 過した時の少量乃至中等量貧食した細胞では胞体内にnonspeolficesもerase反応の
 頼粒状陽性像を確め,又形成された貰食空胞に一致して強レ、哉。まdPhO8phaもase,no-
 nspeolflce6もerase反応が認められ,A?Pa8e反応は貧食物を坂ウ囲んで陽性所
 見を示し,同時に胞体縁活性の離断化がみられ,反応1所見の不規則化等が確認された。更に貧
 食空胞に一致してPAS陽性物質の出現,Pyro且me好性物質,恥α雛BlαckB染色
 陽性物質等の増量が認められた。(31異物摂取細胞の諸酵素活性は墨粒で最も弱く,フ瓢撰バル
 ト,Polystyre且ela穂x,石英粒子ではかなり強く,特に改01dp益OSp漁臓se
 nonspeoif工Gesもerαse反応で著明であった。
 以上の事から貪食窒胞とacldPhosp豆ata8e反応とは密接な関係がある畢チ寅食時
 にATPαse》nonspeo工fice8teで&se反応1の細胞内移動現象がある事等がわかった。
 第斑編では{il分裂中期にalkah箪epho8Phatase,μ一g1斌curOnldαεe等の反
 応の,又分裂後期から終期にATPase反応の上昇を認めた。(2)その飽分裂中期にsucoエー
 瓢cdehydroge丑ase,ATPa6e等の反応の減弱,分裂全期を通じて&cldp互。-
 8phα亀ase,且onspecif工cestera8e,1euc1簸e&皿n}opep亀ida,8e等の反
 応の減弱を確めた。
 以上の箏から核分裂の際にはATPをユネルギー源とするエネルギー代謝の存在は否定的で
 A弓～Pが利胴されるのは胞体の分裂時と考えられる。更に叉分裂中期の好気的な解糖系廻賂の
 葬在には否審的であるが・何らかの形の燐酸化合物がエネルギー源として利用ざれるものと考
 えられる。
 一一55一
 番査結果の要旨
 本論交はろ編からなっている。先ず第i編では腹腔食細胞,大網乳斑細胞及び皮下組織球を対
 象とし・各種刺激時これら細胞の変態過程を追って酵素組織化学的検索を実施。第五編では各種
 異物摂堰時・腹腔食細胞の諸酵素反応の消長に就いて記載。叉第遭編ではコルヒチン投与時にみ
 られる腹腔食細胞有蒜分裂時の諸酵素反応の変化に就いて述べている・それらの成績を要約する
 と・第1編では腹腔食細胞・大網乳斑細胞及び皮下組織球の,5者共に極めて多様な葎態檬を示す
 こと,豊かな酵素配列を示し,量つ著しく諸酵素活性に富むこと等が地種間葉系細胞と異なると
 ころであり波下輝球と麟食纏と耀められる誤は瀧の擁する反贈"場.と"相.
 との差異によるものとして説闘可能である。従って之等細胞を酵素組織化学的に同一細胞系(網
 内系所属一)と同定し縛ると同時に,生陸防衛面延寿ける重要な役割をもつものとも考えてよいと
 している。第五編の成績では異笏貪食により■y'8080meenzymeの増強することを認めると
 筒時に,ATPase及びnon8pecifice8七erase反応の細胞内移動現象(顆粒化『)等を
 証明している。この箏実は貪食機構がエnvagina硫onによる事の一つの証拠と見倣され,且
 つ貪食顆粒とacid.P竺08phata8e活性とは極めて密接な関係にあることを示し,更に
 nOn8pecifiCos七era8e活性と貪食顆粒との関係につき問題を提示するものと雪って
 いる。第証編ではコルヒチン投与による有綜分裂時の酵素組織化学的検索を実施し,分裂中期に
 かける好気的解糖廻踏の穿在,核分裂時のATPを利用するエネルギー代謝の存在にはそれぞれ
 否定的な結果を樽,胞体分裂時にATPが利用され、なほかつ分裂時何らかの形の燐酸化合物が
 瀦用されていることがこれによって鞠明したと見ている。
 以上本賠究成績は腹腔食細胞が皮下組織球と同一系細胞櫨であり,これを"腹腔組織球,と呼
 ぶ教室従来の主張に一つの証挺を与えたものであり,叉腹腔食細胞貧食時の酵素組織化学的所見
 は細田が皮下組織球で認めたそれと全く軌を一にしている。その他細胞分裂時の酵素組織化学的
 検索成績はいまだ殆んど報告を見ないものであり,共1て酵素組織化学上有意義な研究と.考えられ
 る9
 よって本論交は学位を授与するに値するものと認める。・
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